
　日本人の平均寿命はこの30年で5～6年延びており、現在男性が81.47歳、

女性は87.57歳（※）です。しかし、年齢ごとの平均余命で見るともう少し長

くなり、男性の4人に1人、女性の2人に1人は90歳まで生きています。まさに、

人生100年時代が近づいているのです。

　少し前まで、50代は定年を視野にリタイア時期やセカンドライフの過ご

し方を考え始める世代でした。しかし、これからはちょっと違ってきます。

60代半ばでリタイアすると、その後の人生が30年以上続くかもしれず、老

後の生活を支えるための資金、生きがい、社会とのつながりを維持するのも

難しくなるからです。

　人生100年時代には、50代は人生半ばの充実期といえます。これまでの

生き方、仕事、生活を振り返りつつ、新たなステージに向けて、長く働き続

けるための方法を探したり、ライフワークにつながる活動をみつけたりする

のに、ちょうどいい時期ともいえるでしょう。50代から始める「リタイアメ

ントプランニング」とは、従来のライフプランに捉われず、自分なりの、

家庭ごとの今後のライフプランを長期的な視点で考えることなのです。

　本書は、皆さんが実際にリタイアした後の生活をイメージできるように、

必要な情報を網羅しつつ、セカンドライフに欠かせない費用や資金について

も、わかりやすく説明しています。リタイア時期やライフプランの見直しを

含めて検討するために、お役に立てていただければ幸いです。

NPO法人　日本FP協会

＊本書は2022年8月1日現在の法令・制度等に基づいて作成しています。

※厚生労働省「令和3年簡易生命表」による

“人生100年時代”に向けて
新たなステージへの準備を始めましょう

日本FP協会とは
　18万人以上のCFP®認定者・AFP認定者である資格会員と一般会員あわせて約20万人が所
属する、日本最大級の特定非営利活動法人（NPO法人）です※。
　日本FP協会では、パーソナルファイナンス教育とファイナンシャル・プランニングの重要性を
広く普及させること、FPの養成を通じて社会全体の利益の増進に寄与することを目的として、
以下のような活動を行っています。 ※2022年8月現在

　・生活者向けセミナーの開催
　・FP相談会の開催
　・生活者からの質問・相談対応
　・パーソナルファイナンス教育の普及推進
　・ファイナンシャル・プランナーの教育と資格認定試験の実施
　・ファイナンシャル・プランナーの養成
　・会員向けイベントの開催　など

　日本FP協会の目的に賛同いただける方は一般会員として入会することができます（要年会費）。
一般会員は資格会員（CFP®認定者・AFP認定者）と同じ最新情報を入手でき、第一線で活躍する
FPとさまざまなイベントで交流することもできます。詳しくは協会ホームページをご覧ください。
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本書は、日本FP協会の「パーソナルファイナンス教育スタンダード」を基に作成しています。なお、「パー
ソナルファイナンス教育スタンダード」は、金融庁（金融経済教育研究会）がまとめた「最低限身に付け
るべき金融リテラシー」の4分野・15項目との関連性も有しています。

「くらしに役立つマネークイズ」のご紹介

クイズ形式でお金や生活設計の知識が学べる
サイトです。どなたでも無料で利用できます。
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